






要約 HBe 抗原陰性 HBV キャリア妊婦からの出生児で生後 5～6 ヵ月以上経過観察のできた

193例を対象として,HBV感染の頻度,HBIG1回単独投与を中心としたHBV感染予防の効果に

ついて検討を加えた。自然経過群における HBV感染率は,HBs 抗原が陽性化した 6例と,HBs

抗体が持続的に陽性化した 2 例を合わせ,115 例中 8 例,7.0%であり,またこれらの症例は

HBs 抗体陽性化例 1例を除く全例肝機能障害を伴っていた。HBIG1 回投与によって母子感染

予防を行った例では55例中1例,1.8%で HBs抗体が持続的に陽性化し,HBVが感染したとみ

られたのみであり,HBIG,HBワクチン併用投与群22例,HBワクチン単独投与例1例ではHBV

感染の徴候は認められなかった。自然経過群と何らかの予防処置を行った群との間で,HBV

感染率に差が認められ,予防処置が有効であることが示唆された。 


